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ール領域に存在する散発性の多型、もしくはハプログループ G やサブハプログループ G2a に特異的
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研究 3 では、これまでに報告されている核遺伝子多型の中で最も影響が大きいと考えられて
いるαアクチニン 3（ACTN3）R577X 遺伝子多型と日本人陸上競技選手の競技レベルや競技特
性との関連性が検討された。αアクチニン 3 は速筋線維における Z 膜の主要な構成タンパクで
ある。解析の結果、ACTN3 R577X 遺伝子多型の RR 型もしくは RX 型の頻度がコントロール群
と比較して瞬発系・パワー系競技者群で有意に高かった。さらに、RR 型もしくは RX 型を有す
る男子 100m 走選手の自己ベストタイムは XX 型と比較して有意に速かった。100m 走の自己ベ








それぞれの多型が個別に検討された。その結果、6 つの多型（rs1815739 ACTN3, rs2228570 VDR, 
m.3970C>T MT-ND1, rs699 AGT, rs41274853 CNTFR, rs7832552 TRHR）が日本人トップアスリート
の瞬発系・パワー系競技特性と関連し、4 つの多型（rs1815739 ACTN3, rs8111989 CKM, rs5443 
GNB3, rs660339 UCP2）が日本人トップアスリートの持久系競技特性と関連していた。 
さらに、これらの多型の複合的な影響を検討するため、改訂版の合計遺伝子型スコアが算出
された。その結果、改訂版の合計遺伝子型スコアは、アスリートの競技レベルと有意に関連し
ており、このスコアで国際レベルのアスリートと、地域レベルのアスリートもしくは非競技者
を有意に区別できることが明らかとなった。これらの改訂版の合計遺伝子型スコアは、国際レ
ベルのアスリートステータスに対して 3.1～9.2％の貢献度を有していた。 
研究３，４の成果はそれぞれ、すでに国際学術誌に原著論文として投稿されており、速やか
な受諾が期待される。 
本博士論文における一連の精力的な研究によって、日本人トップアスリートステータスに関
連するミトコンドリアおよび核遺伝子多型が同定された。さらに、それらの多型から算出され
た改訂版の合計遺伝子型スコアは、まだ精度は十分ではないが、国際レベルのアスリートステ
ータスをある程度予測することを可能にした。今後このスコアの精度を高めることができれば、
適性種目の選択やタレント発掘などの現場において、一つの客観的な指標として合計遺伝子型
スコアを用いることができる可能性があり、スポーツ科学分野に大いに貢献できるものと期待
される。 
 
よって、三上恵里が申請した博士学位論文は、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十
分値するものと認める。 
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